
長
与
専
斎
ら
が
欧
米
を
視
察
し
て
ま
ず
東
京
、
京
都
、
大
阪
の
三

府
に
布
達
し
た
毒
劇
薬
取
締
（
明
治
七
年
九
月
）
、
医
制
（
明
治
七
年
八

月
）
よ
り
一
ヶ
年
以
上
も
前
に
、
一
人
の
オ
ラ
ン
ダ
人
医
師
エ
ル
メ

レ
ン
ス
の
指
導
に
よ
り
大
阪
府
病
院
で
は
近
代
的
な
病
院
運
営
が
行

わ
れ
て
い
た
こ
と
は
驚
嘆
に
価
す
る
。

帰
国
し
た
エ
ル
メ
レ
ソ
ス
は
明
治
一
三
年
二
月
二
日
南
仏
旅
行

中
客
死
し
、
そ
の
報
を
悲
し
拳
府
民
有
志
は
鵬
金
し
て
中
之
島
公
園

に
巨
大
な
記
念
碑
を
建
て
て
彼
の
徳
を
称
え
た
。
今
、
碑
は
中
之
島

の
大
阪
大
学
医
学
部
玄
関
前
に
あ
る
。

（
元
大
阪
帝
国
大
学
医
学
専
門
部
・
奈
良
佐
保
女
学
院
短
期
大
学
）

当
時
の
政
令
が
ま
ず
東
京
、
京
都
、
大
阪
の
三
府
に
布
達
し
て
後
、

他
の
県
に
通
達
す
る
情
勢
か
ら
、
次
々
と
県
立
病
院
で
病
院
内
医
薬

分
業
が
始
ま
る
基
と
な
っ
た
〕

家
庭
向
け
の
子
育
て
の
書
に
関
す
る
限
り
、
明
治
以
前
の
わ
が
国

に
は
、
西
洋
の
直
接
的
影
響
は
僅
か
で
あ
っ
た
（
尻
呂
白
煙
．
己
麓
）
。

筆
者
は
八
十
五
回
総
会
に
お
い
て
、
江
戸
期
の
一
般
向
け
の
子
育
て

の
書
が
幼
い
子
ど
も
を
ど
の
よ
う
な
存
在
と
と
ら
え
、
ど
の
よ
う
に

取
り
扱
う
べ
き
だ
と
し
た
か
を
ま
と
め
て
報
告
し
た
。
そ
こ
に
は
、

素
朴
な
も
の
だ
が
児
童
発
達
理
論
と
い
う
べ
き
も
の
が
存
在
し
て
い

た
。

で
は
、
そ
の
「
理
論
」
の
明
治
維
新
後
に
お
け
る
連
続
性
と
変
化

は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
社
会
組
織
が
変
わ
り
、
国
家
や
個
為
人
の
目

標
が
設
定
し
直
さ
れ
、
さ
ら
に
、
欧
米
の
育
児
法
に
関
す
る
情
報
が

流
入
し
て
く
る
と
、
当
然
、
育
児
に
つ
い
て
の
考
え
や
方
法
に
も
変

化
が
出
て
く
る
と
考
え
ら
れ
る
。
西
欧
の
理
論
と
方
法
を
摂
取
す
る

過
程
の
中
で
、
従
来
の
「
理
論
」
は
ど
の
よ
う
に
機
能
し
た
の
で
あ

ろ
う
か
。
江
戸
期
の
子
育
て
論
者
た
ち
が
中
国
の
理
論
や
方
法
を
取

明
治
初
期
の
翻
訳
育
児
害

小

嶋

秀
夫
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捨
選
択
し
た
よ
う
に
、
明
治
期
に
お
い
て
も
、
外
来
の
理
論
と
方
法

を
鵜
呑
み
に
は
せ
ず
、
取
捨
選
択
を
し
、
ま
た
同
化
を
図
っ
た
も
の

と
考
え
ら
れ
る
。

そ
の
過
程
を
解
明
す
る
手
は
じ
め
と
し
て
、
明
治
初
期
に
な
さ
れ

た
西
欧
の
育
児
書
の
翻
訳
を
検
討
す
る
。
こ
こ
で
は
、
一
八
七
○
年

代
後
半
か
ら
暫
く
盛
ん
に
行
わ
れ
た
育
児
書
の
翻
訳
の
う
ち
、
初
期

の
も
の
三
つ
を
（
と
く
に
①
を
中
心
に
）
紹
介
す
る
。

①
ゲ
ッ
セ
ル
著
・
村
田
文
夫
訳
『
子
供
そ
だ
て
草
』

明
治
七
年
一
月
の
序
が
あ
る
絵
入
り
木
版
本
（
汪
諺
楼
、
玉
山
堂
。

愛
古
堂
）
で
、
明
治
維
新
後
最
初
の
翻
訳
育
児
書
と
さ
れ
て
い
る
。

原
著
者
は
、
ゲ
ッ
セ
ル
な
ら
ぬ
ゲ
ッ
チ
ェ
ル
で
あ
る
（
Ｑ
２
目
些
葛
．

国
．
冒
昌
①
目
巴
日
画
昌
画
鴨
目
の
具
。
ご
画
毎
回
Ｑ
、
厚
昏
号
菅
巨
騨
“
固
弓
旨
８
耳
．

届
認
）
。
ゲ
ッ
チ
ェ
ル
（
一
八
三
六
’
一
九
○
七
）
は
、
ア
メ
リ
カ
の
メ

イ
ン
州
で
生
ま
れ
、
ダ
ー
ト
マ
ス
大
学
で
医
学
教
育
を
受
け
た
人
で

あ
る
。
産
婦
人
科
・
小
児
科
を
中
心
と
し
た
診
療
活
動
を
し
、
フ
ィ

ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
医
師
会
の
会
員
で
あ
っ
た
。
訳
者
の
村
田
文
夫
（
一

八
三
六
’
一
八
九
一
）
は
、
広
島
藩
の
藩
医
の
野
村
家
に
生
ま
れ
、
緒

方
洪
庵
の
門
に
学
ん
だ
。
藩
か
ら
命
じ
ら
れ
長
崎
に
赴
く
う
ち
に
、

洋
学
導
入
の
必
要
性
を
感
じ
、
英
学
を
修
め
た
。
さ
ら
に
、
イ
ギ
リ

ス
商
人
の
斡
旋
を
得
て
藩
命
を
得
ず
に
英
国
に
脱
走
し
、
お
よ
そ
四

年
を
経
て
一
八
六
八
年
に
帰
国
し
た
と
こ
ろ
、
藩
の
洋
学
教
授
に
任

ぜ
ら
れ
た
。
か
れ
は
『
西
洋
聞
見
録
』
（
一
八
六
九
’
一
八
七
○
）
を
著

し
、
一
時
、
明
治
政
府
に
出
仕
し
た
。
上
記
の
育
児
書
の
翻
訳
は
、

そ
の
期
間
中
に
行
わ
れ
た
。
後
に
官
を
辞
し
、
『
團
を
珍
聞
』
を
発

刊
し
た
。

上
記
の
翻
訳
は
一
部
に
誤
り
を
含
む
も
の
の
、
全
体
と
し
て
正
確

で
あ
る
。
人
工
栄
養
法
の
注
意
な
ど
有
用
な
情
報
も
含
ま
れ
て
い
る

半
面
、
わ
が
国
で
は
無
意
味
と
い
う
よ
り
も
有
害
な
注
意
（
這
い
這

い
の
抑
制
な
ど
）
も
、
そ
の
ま
ま
訳
し
て
あ
る
。
ま
た
、
原
著
に
は
な

い
挿
絵
が
入
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
完
全
に
日
本
的
な
絵
で
あ
る
。

た
と
え
ば
産
湯
は
、
原
著
の
内
容
（
翻
訳
も
不
正
確
で
あ
る
が
）
と
は

関
係
な
く
、
在
来
の
や
り
方
が
描
か
れ
て
い
る
。
専
ら
、
親
し
み
易

さ
を
増
す
た
め
の
挿
絵
だ
と
い
え
る
。

さ
て
、
緒
方
惟
準
が
寄
せ
た
序
文
に
も
反
映
さ
れ
て
い
る
よ
う

に
、
欧
米
人
に
劣
ら
ぬ
ア
ジ
ア
人
に
な
る
た
め
に
は
、
幼
い
子
ど
も

の
取
り
扱
い
の
改
善
が
必
要
だ
と
い
う
認
識
が
、
こ
の
よ
う
な
翻
訳

害
の
出
版
の
一
つ
の
大
き
な
動
機
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

②
ク
レ
ン
ヶ
、
ハ
ル
ト
マ
ン
著
・
近
藤
鎭
三
訳
『
母
親
の
心
得
」
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上
・
下
訳
者
蔵
版
明
治
八
年

こ
れ
も
、
中
村
正
直
の
序
文
に
あ
る
よ
う
に
、
一
国
の
文
明
の
基

礎
を
形
成
す
る
上
で
、
母
親
の
役
割
が
重
要
だ
と
い
う
認
識
に
基
づ

い
た
翻
訳
で
あ
る
。
原
著
者
二
人
は
ド
イ
ツ
の
医
師
で
あ
る
。
上
巻

は
訳
者
が
ヌ
ル
ト
マ
ン
氏
の
養
生
説
」
と
記
し
た
も
の
を
扱
っ
て

い
る
が
、
西
脚
目
白
四
国
ロ
》
罰
（
一
七
九
六
’
一
八
五
三
）
の
著
書
の
一
部

を
指
し
て
い
る
の
か
も
知
れ
な
い
。
下
巻
は
ク
レ
ン
ヶ
（
園
ｇ
烏
の
〕

畠
・
ゞ
一
八
一
三
’
一
八
八
一
）
の
貝
の
冒
匡
耳
日
巴
唾
厚
恩
①
胃
寓
宮
澤
局
①
寓

目
胃
胃
９
自
国
Ｑ
ｍ
ｇ
目
①
…
Ｐ
①
菅
劃
碕
》
侭
冒
日
日
ｇ
初
版
一
八
七
○
年
）

の
一
部
分
の
抄
訳
で
あ
る
。
訳
者
の
近
藤
鎭
三
（
一
八
九
四
年
没
）

は
、
幕
府
の
洋
書
調
所
（
開
成
所
）
の
教
員
、
岩
倉
使
節
団
の
随
行

員
、
文
部
省
の
御
用
掛
な
ど
を
務
め
た
初
明
の
ド
イ
ツ
語
学
習
者
の

一
人
で
あ
り
、
こ
の
翻
訳
を
出
版
す
る
前
後
か
ら
の
八
年
間
、
文
部

省
の
『
教
育
雑
誌
』
に
ド
イ
ツ
の
教
育
論
文
の
翻
訳
を
多
く
寄
せ
て

い
る
。
し
か
し
、
後
に
は
司
法
省
（
翻
訳
課
）
に
移
り
、
検
事
と
な
っ

券
上
０

③
パ
イ
・
ヘ
ン
リ
ー
・
チ
ャ
ァ
ス
著
・
沢
田
俊
三
訳
『
智
巴
士
氏

育
児
小
言
』
初
篇
一
・
二
気
海
楼
明
治
九
年

松
本
順
閲
の
こ
の
翻
訳
は
、
ｏ
富
ぐ
幽
協
の
》
詞
園
．
（
一
八
一
○
’
一
八

七
九
）
の
問
答
式
の
著
書
、
シ
号
旨
①
８
口
目
○
号
日
：
．
（
届
昏
ａ
・
》

盲
目
。
回
”
ｇ
貝
島
筥
〉
一
八
七
五
）
に
よ
っ
た
も
の
で
、
原
著
者
は
イ

ギ
リ
ス
の
医
師
で
あ
る
。
初
篇
は
育
児
と
子
ど
も
の
病
気
を
扱
っ
て

い
る
。
訳
者
の
沢
田
俊
三
（
一
九
○
九
年
没
）
は
、
武
蔵
忍
藩
の
洋
学

校
二
等
教
授
を
経
て
、
一
時
、
明
治
政
府
に
出
仕
。
そ
の
間
に
こ
の

翻
訳
を
し
た
も
の
と
思
わ
れ
、
後
に
は
判
事
補
、
弁
護
士
を
務
め

た
。

こ
れ
ら
初
期
の
翻
訳
書
の
多
く
は
、
子
ど
も
の
身
体
的
取
り
扱
い

を
越
え
て
、
し
つ
け
と
教
育
の
問
題
に
踏
承
込
ん
で
い
る
。
こ
れ
ら

と
併
存
し
た
在
来
風
の
本
や
、
後
に
現
れ
る
日
本
人
に
よ
る
育
児
書

と
の
関
係
も
検
討
し
て
行
き
た
い
。

（
名
古
屋
大
学
教
育
学
部
）
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